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ごみ処理施設 下⽔処理施設 

資源やエネルギーを創出し価値を生む施設へ!! 

バイオマス産業都市さが 
 

 

バイオマス産業都市さがとは？ 

暮らしから発生するごみ・排水、森林や製材所の未利用木材など「廃棄物であったものがエネ

ルギーや資源として価値を生み出しながら循環するまち」を目標とした取組です。 

二酸化炭素分離回収設備 清掃工場から見た植物工場 

環境の保全等に関して講じた施策の実施状況 ５バイオマス産業都市さがの構築 

既存の施設を活用した取り組み 

清掃工場（ごみ処理施設）と下水浄化センター（下水処理施設）をバイオマス活用の核とな

る施設に位置付け既にある仕組みを活用することで、バイオマスの収集と施設整備にかかる費

用を軽減し、実効性と継続性のあるプロジェクトの実施を可能としています。 

 

二酸化炭素分離回収設備～二酸化炭素の活用～ 

清掃工場では、平成２８年８月に二酸化炭素分離回収設備が完成しました。この設備は、ご

み処理過程で発生する排出ガスから日量最大１０ｔの二酸化炭素を回収します。地球温暖化の

原因となる二酸化炭素を分離回収し、これを資源として、平成２８年１２月から株式会社アル

ビータの藻類培養施設へ供給し、藻類の培養に活用しています。 

また、平成３０年１２月にはＪＡ全農・ＪＡさがと包括連携協定を締結し、植物工場へ二酸

化炭素を供給しています。 

さらに、令和４年１２月には株式会社佐電工とバイオマス資源利活用協定を締結し、令和５

年度から植物工場への二酸化炭素の供給を開始する予定です。 
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「バイオマス産業都市さが」の PR 

清掃工場には、市民、学校、団体、企業など幅広い分野の方、また、海外の方も視察に来られ

ており、「バイオマス産業都市さが」の説明や二酸化炭素分離回収設備の見学を実施しています。 

また、出前講座の実施や展示会への出展、講演会、ウェブミーティングの開催など、多くの方

に「バイオマス産業都市さが」を知ってもらえるようPRに取り組んでいます。 

市内公民館での講演会の様子 

 バイオマス産業都市さが  バイオマス産業都市さが 
 

 

二酸化炭素分離回収設備の見学の様子 

「藻類産業が集積するまち」に向けた取組 
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平成２８年８月に、佐賀大学、筑波大学

及び佐賀市で藻類バイオマス利活用に関

する開発研究協定を結び、平成３０年３月

には佐賀大学内に「さが藻類産業研究開発

センター」を設置しました。藻類の培養や

有用成分の抽出などの研究に取り組んで

います。 

平成２９年７月に、企業、大学、金融、行政が集まって「さが藻類バイオマス協議会」

を設立し、講演会の開催等の情報提供やビジネスマッチングなどにより、藻類産業の創出

に向けて取り組んでいます。 

当協議会は令和２年４月１日に任意団体から一

般社団法人（非営利型）に移行しました。 

会員（加盟企業・団体）数は増加してきており、

令和５年３月３１日時点では７４者となっていま

す。今後も積極的な会員へのサポートを継続してい

きます。 

詳しくは協議会のホームページ（saga-abc.jp）

をご覧ください。 

さが藻類産業研究開発センター屋外培養実験施設 


